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「窓サッシの制振・遮音に関する数値解析」

○群馬大学：山口誉夫

講義内容：粘弾性制振材料を適用した構造物の振動減衰特性、応答の数値解

析法について説明します。有限要素法とモード歪みエネルギー法に着目し、基礎
理論、計算精度を示します。さらに制振工学研究会の「建築（住宅）における制振
材料利用技術WG」で取り扱かっている研究課題「窓サッシの制振遮音特性に与え
る周縁の支持構造の減衰特性の影響」を例として説明します。

【建築への制振材料適用に関する技術講習会】

• 13：55～14：25

開催日： ２０１５年５月１４日（木） 時 間： １３：００～１７：００

会 場： （社）日本合成樹脂技術協会 ５階会議室
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